
1 

                         

平成 30年７月 31日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 Ａ Ｓ Ｉ Ａ Ｎ  Ｓ Ｔ Ａ Ｒ 

代 表 者 名 代表取締役社長 小 坂 竜 義 

 （ＪＡＳＤＡＱ コード 8946） 

問 合 せ 先 財 務 企 画 部 長 木 下 美 里 

 ＴＥＬ (045) 324-2444（代表） 

 

 

平成 30年 12月期第２四半期（累計）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 30年２月 14日に公表いたしました平成 30年 12月期第２四半期の連結業績予想

を下記のとおり修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 30年 12月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正 

（平成 30年１月１日～平成 30年６月 30日） 

  

売上高 営業利益 経常利益 
親 会 社 株 主 
に 帰 属 す る 
四半期純利益 

１ 株 当 た り 
四半期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 

 

（Ａ） 

百万円 

2,050 

百万円 

45 

百万円 

40 

百万円 

28 

円 銭 

1.56 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 2,213 71 66 66 3.68 

増 減 額 (Ｂ-Ａ) 163 26 26 38  

増 減 率 （％） 8.0 57.8 65.0 135.7  

（ご参考）前期実績 

平成 29年 12月期 

第２四半期累計期間 

959 34 15 0 0.05 

 

２．修正の理由 

不動産販売事業が順調に推移し、当初の計画で第３四半期以降に売上計上を見込んでいた物件

が当第２四半期連結累計期間に売上計上されたことなどにより、当第２四半期連結累計期間の売

上高、営業利益、経常利益は当初の予想を上回る見込みであります。 

また、不動産管理事業において、委託者の都合による管理契約解除に伴う補償金約 16百万円を

特別利益に計上することとなったことから、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましても

当初の予想を上回る見込みであります。 

なお、通期の業績予想につきましては、今後の業績動向を慎重に精査し、業績予想を修正する

必要があると判断した場合には、速やかに開示いたします。 

 

（注）上記記載の業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により予想数値と異

なる場合があります。                            

 

以 上 


